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特養入所者ご家族 Ｔ・Ｍ様 

100号記念おめでとうございます。 

わかば新聞により施設内の様子がよくわか

りほっこりしております。いろいろとお世話

をおかけしいる事は十分理解しております

が、いつも親切に受け答えしていただき感謝

しかございません。 

 新聞内の写真に身内が写っておりますと、

「ここに居る」と家族でワイワイ言っており

ます。季節の行事もオレンジカフェも皆様の

笑顔で楽しさが伝わってまいります。 

これからも楽しみにしておりますので、末

永く続きますよう、お祈り致しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかば新聞が記念すべき 100 号目を迎えた

とのことで感極まる想いです。これも読者の

皆様の支えがあっての結果であると思いま

す。100 号の記事の中には様々の利用者様の

日常を掲載させていただきました。その中に

はわかばがオープンした時から今も利用され

ている方や悲しくも退所されていった方まで

様々な思い出が詰まっており、『わかばのアル

バム』となっております。 

来年はわかばも 10 周年を迎え喜ばしい

ことが続く予定です。皆様には引き続き、

わかばを温かく見守っていただけるよう、

そしてわかば新聞がご家族との橋渡しとな

れれば幸いです。      

職員 南 翼 

 

コロナ禍を乗り越えて… 

２０２１年６月号より～ワクチ

ン接種が始まりました。 

２０２３年１０月まで計７回わ

かばで集団接種を行いました。 

２０２３年 10月号より～敬老会に「歌の

先生」を招いて、久しぶりに声を出し手足

を動かしました。音楽の力はすごいです。 

～わかば新聞１００号発刊を迎えて～ 

デイサービスの出来事を振り返ると大

きな事故もなく、利用者様も元気で来所

してくださったことを喜んでいます。 

コロナ禍で外出もできず四季の行事も

味わっていただけませんでしたが少しで

も笑顔で楽しんでいただけるよう、室内

のレクリエーションに力を入れました。 

マスクをしながらのレクリエーション

は辛かったと思いますが、不満もなく参

加してくださり助けられました。 

今後もご家族様、ケアマネージャーと

連携を取り一層努力していきたいと思っ

ています。   

職員 岸 育子 
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